
Thermus thermophilus HB8のシステム生物学へ向けて: 
遺伝子破壊株作製、およびmRNA発現解析
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8. GeneChipによるmRNA発現強度測定の流れ7. GeneChipシステム

9. 野生株・栄養培地での遺伝子発現 10. 野生株と遺伝子破壊株の比較

6. 遺伝子破壊株の例 – DNA修復酵素5. 遺伝子破壊株の作製方法4. 遺伝子破壊株作製用プラスミド

1. 遺伝子破壊株の活用 2. 遺伝子破壊株の作製 3. 選択マーカーの耐熱化
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11. 有意差検定によるフィルタリングの一例

500 bp の相同領域を含む遺伝子破壊株用プラスミドを設計し、
機能未知遺伝子を中心に1035個の遺伝子破壊株用プラスミド
を作製した
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